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Abstract

ITV orIndustrialTelevision has made an expeditious progress after the end of

the warin U.S.finding a vast丘eld of applicationinindustries.InJapan,the

utilization ofITV has come to occupy anincreaslnglylarger scope of utilization,

particularly oflate.

Hitachi,Ltd.,aS One Of the top specialistsin thisline,hasalreadydesignedand

manufacturedtheproductstotheordersofboththermaland hydraulic power plants.

The formeris worthintroducing being the丘rstproductofitskindtobeconstructed

inJapanandthelatterisnoteworthyaswellfor the successinits wire transmission

bymeansofco-aXialcable for the distance of about2km,Which hasbeen regarded

technical1y di伍cult.

In this article theITV for hydraulic powerplant serviceis discussed.The one

for thermalpower plant use willbe dealt with by the same writersin the future

lSSue.

〔Ⅰ〕緒 盲

テレビジョンの工業的利用は,戦後米国において急速

に発達し各方面に広く用いられているが,我国において

も最近主として電力会社において利用の気運が高まって

きている｡

日立製作所でこますでこ火力発電所用として,北海道電

力株式会社砂川発電所,水力発電所用±して,中国電力株

式会社明塚発電所の工業テレビジョン装置(Industrial

Television一以下ITV 土呼ぶ)を完成した｡前者につ

いては火力発電所用とし.て日本のメーカーにより完成さ

れた最初の 品であり,後者においては技術的に困難視

されていた伝送距離約2kmを同軸ケーブルニよる有線

伝送に成功した｡

本稿においては明塚充電彿二納入のITV∴つきのべ,

砂川発電所納入の分に対しては次稿にのべる｡

こゝに述べる中国電力株式会社明塚発電所のITV装

置は水力発電所のダム監視用として使用されるもので,

この種用途ここま我国においてもすて∵二一部実用されてい

る所もあるが,明塚発電所の場合はダム‡受像地点の発

電所配電盤室上の距離が約2kmもあり,その間テレビ

映像信号を同軸ケ←ブルで伝送する土-.､う劃期的なもの

日立製作所戸塚工場

である｡したがって映像回路,伝送回路,制御回路など

従来のものには見られない大規模なものであり,そのた

め計画,調査,仕様などについてl･ま,rll国電力株式会社

と日立製作所の間で数次にわたって打合せを行い慎重を

期するとともに,機器の設計,製作,機器および綿路の

工事などには十分の考 を払っている｡

装置は日立製作所TIE-Ul塾 テレビジョン装置

が使用せられ,昭和29年10月現地に据付調整を完了,

たゞちに実用運転に入り,爾来順調に運転を続けている｡

〔ⅠⅠ〕計 画 要 旨

明塚発電戸吊ま島根県邑智郡吾郷村にあり,堰堤は同郡

浜原村にある｡その間の直線距離は山越しで約2kmあ

る(第1図次頁参照)｡木ITV装置は堰堤取入口除塵ス

クリーン附近の状況をカメラで撮優し,これを発電所配

電盤室において受像監視するものである｡したがって

ITVとしては流木塵芥などを見分けうるだけの分解能を

持っていなければならない｡

堰堤取入口附近の状況は第2図(次頁参照)のごとくで

ある｡カメラは極々検討の結果第2ピア上に設置するこ

とにした｡カメラのレンズとしては光学的に種々検討実

験の結果3吋の望遠レンズ(f.2.5)を用い,カメラを水

平方向に回転して視野を移動させることにした｡
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第1図

Fig.1.

明 j家 発 電 所 附 近

Map Showing the Power Station and

第2図 浜 原 堰 堤

Fig.2.Hamahara Dam

第3図にカメラ設置場所より取人口附近をみた写真を

示す｡また夜間の監視を行うため,ITV専開の投光器を

設けることにした∴被写体の照度㍑実験の結果的1,000

1ux必要であることがわかったので 2kW~ の投光器2

基を設け,カメラと同時に回転する構造を採用した｡

監視場所は発竃所配電盤塁上するが,カメラの調整を

容易にするためと,見張所こおいても監視ができるよう

にモニター受像機を見張所内に設置する二三こした｡

つぎに堰堤より発電所側への映像信号の伝送であるが

これは本装置の場合最も重要な問題であった｡方式上し

て:王有線伝送方式土無線伝送方式が考えられたが,厳密

地 図

Its Neighbourhood

第3図 第 2 ピア よ り 見た二晩入れの全

右端は見張所,見張所から山へ張つ
るのはアル 綬同軸ケ←プルである

景

てあ)
Fig.3.Dust Protection Screen Viewed from

the2nd Pier

なる理論的検討および経済比較の結果単一一同軸ケーブル

により伝送および制御を行う方式を採用した｡この方式

ほ映像信号こて搬送波を変 し同軸ケーブルにより受像

側へ伝送するものでケ←ブルの減衰,不整合による反射

などの少ないこ上が特に必要である｡このため同軸ケー

ブル土して:三日立製作所日立電線工場においで慎重に設

計製作されたアルミ被同軸ケーブル(1)を使用しその中間

接続点烏特二留意して1頂を行っている｡なお受像機入

力を大きくするため送像側二番周沌増幅回路を設けた｡
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カメラ例の諸制御はすべて配電盤竃∴おいて遠隔制御

できるようになっている｡割勘戌~式上して:土軌作の確実

を期するため搬送波制御~方式を採用している｡このため

送受像装置1･土相当大きくなっている｡また 整その他に

おける便宜上見張J帖二おいても制御ができるよtう∴㌔づ

ている｡

〔ⅠⅠⅠ〕装置 の 構 成

上 の
ナナ し

き計画に虻いて装置の偶成をつぎのごこく

した｡

堰堤側にシL~丈第2ピア上に回転装置を有するカメラを,

見張所内に送像装置およびモニター受像機を設置す言)｡

カメラ部分･,送像装置IF一日は18芯カメラケーブルおよび

制御ケーブルで結ぶ｡発電i~醐己電盤室に受像装置を置き

堰堤上受像装置間は前述のご土く高周波ケーブルにより

映像信号を伝送する｡なお遠隔制御の制御電流もこのケ

ーブル内を通し,制御線路ミ･i別に用いない｡

カメラは覗窓,投光器および附帯設備を有する回転

置トJ-ハウジング内に収容されており,装置の上■部は釣

240ロ左右に回転し,視野を変更する｡覗窓に:王防水,防

第4図 第2ピア上に設置されたカメラ回転装置

Fig.4.CamerahouseInstalled on the2nd Pier

第5図 TIC-1型 カ メ ラ 外 観

Fig.5.Camera,Type Form TIC-1

塵防雪J~)設備を施してあモ:)｡第4図こ回転装置川カメラ

のii■貨備:1柑己をホす｡

カメラは第5図に示す構造のもので,小型軽量こ製作

されている｡レンズの焦.･ミミ,絞り｢三上もに遠隔制御で詞

整できるようこな るてつ
/

第`図にカメラ回転装置lよ弓

用∴二設備はれている状況をホLた｡

送像装滞日高さ2,300mmの自立架に収容されてお

り,映像増幅回路,同相J信号回路などを含んだ制御器盤

(CONT),映像信号を高周波こ変 増幅する送信増幅器

窮芸(VHF SA),制御電流の検波,復調増幅検減烏どを

行ナ送受信盤(SR),鳳皮器盤(FIL),検波盤(DET);

制御用押釦を1｣せめた遠隔制御器盤(REM CON)および

電源盤(PWU),日動電圧調整器盤(AVR)より成る｡

モニタ←用受像機ほ送信増幅器盤の出力の一部を利用す

ろ｡送信彼の周紙数は91.25Mcであるから,受像機:三

放送用受像機の第1チャンネルでよい｡これらの設置状

況な第7図に示す｡

第6区I

Fjg.6.

第▲7図

Fig.7.

カメラ回転装置内のカメラおよび覗窓

Television Camera and Camera

Windowin the Camerahouse

送像 置 と モ ニ タ ー 受像機

Transmitter and Monitor Receiver
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第8図 配電璧室内に設置された受像装置

(右端キュ← ビクル)

Fig.8.ReceiverInstalledinthe CentralCon-

trolling Room of the Power Station

受像装置は,配電盤型の構造を採用し,他の配電盤と

ならべて設置した(第8図)｡受像装置にはテレビ受像盤

(TVRECV),制御電流の発振,変調,増幅,検波など

を行う発振変調器盤(OSC MOD)送受信盤(SR)発振

器盤(OSC),制御用押釦を収めた遠隔制御器盤(REM

CON)および電源盤(PWU),自動電圧調整器盤(AVR)

より成っている｡

以上本装置の構成を図示する土第9図のごとくであ

る｡

〔ⅠⅤ〕装置の内容

(l)綜合仕様

装置の綜合仕様はつぎの通りである｡

許容線路損失

送受像間……‥3db以ト(50kcニて)

送受像間……60db以下(100Mcにて)

テレビ搬送周波数.‥.…………‥
91･25Mc

綜合映像信号帯域幅……………･=0～4Mc

テレビ変調方式‥‥‥･･振幅変 (果レベル最大)

テレビ搬送周波数出小…=…………‥1W

線路インピーダンス‥....‥‥‥･･……‥75n

乃針アルミ禎同軸ケーブル

解 像

偏 向

力……水平,垂直とも300本以上

歪……水平,垂直とも10%以内

綜合 S/Ⅳ比………………‥30db以上

(たゞし被写体の照度1,0001ux上以)

同 期 方 式‥…‥‥‥……‥…電源同期

テレビ受像方式…･=‥商用受像機にて受像可能

遠隔 制 御….受像側より下記の遠隔制御が

可能である｡

送像装置電源援断

照明灯点滅

カ メ ラ 回転

タ←ゲット制御

(撮像管によるコントラストの制御)

ピ■← ム制御(撮像管による明るさの制御)

フォ←カス制御

(撮像管による電気的フォーカスの制御)

レンズフォーカスの制御

レンズ絞りの制御

制 御 調 整(回転順逆)

制御限界表示

カメラ覗窓除塵装置の開閉

(たゞし送像装置にて行う)

源

送受像装置とも……….A.C.1(氾V60へノ

(70-110V にて動作可能)

カメラ回転装置……‥A,C.200V60(レ3≠

つぎこ本装置の動作であるが,これは大別して映像回

路,制御回路および線路の3つになる｡これらの綜合系

統図を弟10囲および第11図に示す｡

(2)映像回路

映像回路はカメラ,送像装置の制御器盤,送信増幅器

盤,受像装置のテレビ受像盤より構成される(第10囲お

よび第l】図参照)｡

(A)カ メ ラ

系統図は第12図のご土くである｡撮像管にミ･まビディコ

第9図 装置の 全系統図

Fjg.9.Block Diagramof the

Television System
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第10図 送 像 装 置 系 統 図

Fig.10.Block Diagram of the Transmitting Equipment

J〟ど○一

第11図 受 像 装 置 系 統 図

Fig.11.Block Diagram of the Receivlng Equipment

第12図 カ メ ラ 系 統

光学ゑ交り調整毒垂J灘

光学魚勇調整電動≠是

7K平局朋パルス

重痘局那ノUレス

展武 保

〟r

飽〟吻

#/ぶ 一触〝ブ

ギグ♂r高圧)

ルお〟J/もJ〟j)

呵押付伽血潮

甥腐出刀

Fjg.12.Block Diagram of the Camera

ンを使月∃する｡ビデイコンについては各種文献にくわし

く述べられているのでこ｣でほ省略する｡ビデイコン外

周にほ垂直,水平偏向コイル,補助集乗用マグネットを

配置する｡これらの設計,取付および補助磁束の調整に

ほ特に細心の注意を必要とする｡ビデイコンよりの映像

583

号ほIち,Ⅵ｣にて増幅され,カメ

ラケ←プル内の同軸ケーブルにより送

像装置の制御器盤へ送られる｡第13図

(次貢参照)はカメラ映像増幅器の周波

数特性である｡ビデイコンの陰極には

水平,垂痕のブランキング(帰綿消去)

電圧が加えられ,映像信号に同期なら

びに帰繰消去信号上して入る｡ブラン

キング電圧および偏向電流はいずれも

制御器盤より供給される｡

カメラ内には逆回転可能なモ←タが

2箇収容されており,これより焦点,

絞りが遠隔 整される｡またビディコ

ンの第1,第3グリッドおよびタ←デ

ットの電付はいずれも送像側より遠隔

制御せられ,それぞれビーム(明るさ)

フォーカス(電気的焦点)タ←ゲット

(コントラスト)の調整を行う｡

(B)制御器盤(コントローラ)

送像装置において,映像増幅,同期

(ブランキング)信号発生,偏向電流発

生などを行うもので,系統図は兼用図

(次頁参照)のごとくである｡

(i)映像増幅

映像増幅は4段(坑～巧)で行って

いる｡High Peakerにより,高周波

のレスポンスを上げ,ビデイコン出力

例の容量による高周波レスポンスの低

下を補償している∴第15図(次貢参照)

に制御器盟映像増幅器の周波数特性

を,第1`図(次真参照)にカメラと制御

器盤の映像増幅器の綜合周波数特性を

示す｡なおブランキング信号は,ビデ

イコンカソードの外に｢拓の第3グリ

ッドにも加えられ｣こいる｡

映像出'力はnよりカソ←ドフォロ

ア一により取伸し,送信増幅器へ入る｡

(ii)同期(ブランキング)信号回路

同期方式は電源同期を採川してい

る｡Ⅵ5｡は約31.5kcのブロッキング

発振器である｡この周波数を■n右,

γ硯わ ■n叙でそれぞれ1/15,1/7,1/5に逓降し,杓

60nJをうる｡また坑5｡の出力はγ胤ヲで増幅された

後,Ⅵ胤1に入り,こゝで1/2に逓降され,約15･75kc

をうる｡lち2は位相検波器で,n3｡よりの入力周波数

土電源周波数との位相差を利用し,これをl㌔月で直流
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増幅した復原発振器γふに餞還し,n5｡の発振周波数

を電源周波数にロックする｡したがってこれより題降さ

れたn3A,n8Aの出力周波数はそれぞれ電源周波数て

ロックされたことになり,これを垂直および水平の同期

信号上して利用する｡

n3d,n8Aより出た垂直,水平の同期信号王それぞれ

Ⅵ1d,γ机上およびn紬,n7で増幅成形された後,と

もに noβに入り,両者ともにさらこlちで増幅されて

ブランキングパルスとなり,ビデイコン陰極および γ6

第3グリッドに加えられる｡

(iii)偏向増幅回路

カメラ偏向コイルニ鋸歯状波電流を流すための回路

で,垂直偏向はnl月,n2で,水平偏向はⅥ7β,n6で

それぞれ増幅成形され,カメラの垂直および水平偏向コ

イルさ二60へノ,17.75kcの鋸歯状渡電流を流す｡

入れ 映億糟拍豆管 甜∬ 信買路子

出力 /封77 陰桔♂罰/一定

J･
ノ修好

周 刃文 敗

/枕ご

⊥.___

､∵

第13図 カメ ラ部映像増幅器周波数特性

Fig.13.Frequency Response of the Camera

Video Amplifier

奄)

壁

用∈

聖

〃

ガ

〃

第37巻 第3号

第15図

Fig.15.

(き

墜

璧

瀾刀 ト

第16回

Fig.16.

(†1
′こソナご

官 こて 蚤王

制御許璧映像増幅器周波数特性

Frequency Response of the Controller

Video Amplifier

入刀 九メラ那耽傍増幅管信買格子

出刀 刹推コ≡悪日票億信胃出力端子戯γ一定

周 濃 蟄

綜合周波 数特性(カメラ制御器盤)

OverallFrequency Response

(Camera and Controller)

第14図

Fig.14.

制 御 器 藍 系 統 図

Block Diagram of the Controller
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(C)送信増幅器

これは第10図のOSC,MOD,SAなどで表わされて

一J､る回路である｡OSCは発振器で91･25Mcを発振す

る｡これをMODにおいて制御器盤より耕た映像信号

こより振幅変調し,SAでさらに電力増幅する｡増幅器

はスタガ←方式により広帯域増幅を行っている｡第け図

こその周波数特性を示す｡

(D)テレビ受像機

アルミ被同軸ケーブルこより受像装置に入った映像高

周波信号は第11図のTV,RECV(テレビ受像機)に入

り,映像が再現される｡受像機ほ商用受像機と同様のも

ので,二れより音声回路を取除--､たものである｡弟18図

こ受像機の周波数特性を示す｡

(3)制御回路

受像側より送像側の諸′制御を行うもので,前述のごと

く搬送波制御方式を採用しており,全装置の約半分を占

めている｡

制御動作ほ受像装置遠隔制御器盤こある押釦または

鍵を押すと,送像装置遠隔制御盤内のリレ←群が起動し,

これこより直接制御または制御用モ←タを駆動せしめ

る｡

(A)電源接断

受像側において=電源"の電鍵を接こ倒すと直流電流

が送像側に送られてリレ←を動作させ,送像装置および

カメラに電源が入る｡

(B)その他の諸制御

その他の諸制御は1∴ずれも搬送波電流により行うもの

てあるが,ニの内カメラ回転,ターゲット,ビーム,フ

ォ←カス,レンズフォ←カス,レンズ絞りの六項目はいず

れも制御用モータを駆動するこ土こより行うもので,二

項目以上同時に動作する必要はない｡したがって制御搬

送波電流としては,照明灯点滅,順回転(またほ逆回転)

および上記の六項目の内いずれか一項目の制御用電流が

同時こ伝送されゝばよいこ三こなる｡

さて受像装置の発振変調器には50kcおよび2,295へノ,

1,955へ.ほたほ1,615′ヽ)の三周波数の発振器があり,

50kcの搬送波は 2,295へノ,1,955へノ(または1,615へノ)

て変調される外,発振器盤より供給される他の6周波

(425,595,765,935,1,105,1,275へノ)ニよっても変調

をうける｡

ニゝで2,295〔)ほ照明灯点滅岡ニ,1,955′ヽは順回転,

1,615′ヽほ逆回転に,425～1,275へ.の六波ほカメラ回転

以~Fの六制御に割当てゝある｡

今受像側遠隔制御器盛茎の照明灯点滅の電鍵を倒すと,

2,295ハしで変調を受けた50kcの搬送波が送受信度器で増

幅三れ,同軸ケーブルを経て送像装置に入り,送受信盤

装置について(その1) 585

ガ ガ 〝 〟 ガ ガ ガ 鱒 ∬ ♂7

周 …灰 雛 (∬)

送 信 増 幅 器 周 波 数 特 性

Frequency Response of the VHF SA

第17図

Fig.17.

､

､
●

､

周 波 数(ル灯)

第18図

Fig.18.

厨 ♂7

受 像 機 周 波 数 特 性

Frequency Responseof the Receiver

で復調増幅され,さらに検波器盤で檀流化されてリレー

を動作させる｡これによりカメラ回転装置内の 磁開閉

器が働いて,照明灯が点火する｡

つぎに,たとえばタ←ゲット制御の場合は,タ←ゲッ

トの押釦を押し(押釦はクランプされる)さらに順回転山

神釦を押せば,50kcの搬送波ほ1,955′しおよぴ595′､

の二波で変調される｡これらほ前と同様の経路でリレ←

を働かせ,タ←ゲット制御用モ←タを順雰｢細こ回転させ

る｡このモータは可変抵抗器を回転させ,うトーゲット電

位を変化せしめることになる｡

つぎに制御が限界にきたとき,(たとえば制御り月可変抵

抗器が廻りきったとき)はモ∵一夕回転を停止せしめる土

ともに,この表示を受像側へ送る必要がある｡すなたぺ

制御が回転限界に達すると,リミットスイッチにより,モ

ータ回路を切るとともに送像装置送受信盤で10kcの発

振器を起動させ,これを受像側へ送り,前と適の経路で

リレーを働かせ,ランプおよびブザーにより制御が限界

時に来たことを制御者に表ホすご)｡

上述のごとく線路にほ映像識周波`.宣流の外に,制御電
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第19図

Fig.19.

ケ ← ブ ル架設状況

Co-aXjalCableInsta11ation

流上して50kc,10kcおよび直流が重畳されることこ

なるので,送像出力側および受像入力例にほこれらを分

離する濾波器が必要である(第】咽および卸1図参照)｡

(4)線 路

線路としてほ減衰を少くするためアルミ被同軸ケ←フ

ルを使用している｡ケーブルの内部導体は2.8mmの硬

鋼単繰,外部導体は外径13･5mmのアルミ管を使用し,

ポリエチレン紐を内部導体に沿って螺旋状に巻いてあ

る｡ケーブル内には防湿のためN2ガスを充填している｡

インピーダンスは約73日で,反射を防ぐためその偏

差を極力少く押えてあり,また中間接続端子の設計を慎

重に行ってあるので,現地試験の結果では,不整合に基

く反射ほほとんど見られなかった｡

現地の実際の亘長は1,622mで,減衰量は100Mcに

おいて41dbであり非常に小さい｡したがって伝送周波

数をさらに低くとれば,本装置のごとき有線方式におい

ても伝送距離を4～5kmまで延長することは可能と考

えられる｡弟け図iこケーブルの架線状況を示す｡

〔Ⅴ〕受像の状況

第20図～第24図はいずれも配電盤室での受像写真であ

る｡第20図は昼間の第1除塵スクリ←ン,第2咽ほ昼間

の第6スクリ←ン,第22図ほ夜間の第1スクリ←ン,第

23図は夜間の第6スクリーンの状況で,いずれも十分実

用になりうる解像度を持っている｡夜間における照度は

第1スクリーンでほ約1,3001uxあり,像は非常に明瞭

であるが,第6スクリーンでは約 400～5001uxでこの

辺が実用上の限界に近いのでほないかと思う｡

つぎに昼間と夜間では照度にはなはだしい差があるの

で,それぞれ最良の受像をうるための条件こつき種々検

討しその最適条件を見出すことができた｡

受像機入力は,送像側に高周波増幅器があることと,

経路の損失が少いため相当大きく(約80mV),またケー

ブルによる反射が少いので,配電盤室の受像は,送像側

第37巻 第3号

第20図

Fig.20.

受像画面

Television

(Dayligbt)

その1(第1スク

Picture of the

リーン 昼間)

1st Screen

第21図

Fig.21.

受像画面 その2(第6スク

Television Pictureofthe

(Daylight)

リーン 昼間)

6th Scree

第22囲

Fig.22.

受像画面 その3(第1スク リ←ソ 夜間)

Television Picture of thelst Screen

(Night,LocallyIlluminated)

のモニター受像機とほ上んど変らない安定かつ良質なも

のとなっている｡

注意すべきことゝしては,夜間配電盤室の蟹光灯照明

のため受像が見にく-｣なることで,これについてはフ←

ドをつけることこしたが,さらに検討の余地がある｡



日 立工業用 テ レ ビ ジ ョ ン装 に つ い

第23因

Fig.23.

受像画面 その4(第6スクリーーソ 夜間)

Television Picture of the6th Screen

(Night,LocallyIlluminated)

なお試みとして第1ピア上に水位計を仮設置し試験し

てみた｡第21図はそのテレビ受像であるが(左前のが水

位計,後のは模型),これも特に設計製作したものを用う

れば十分実用になると思う｡

〔ⅤⅠ〕結

明坂発 所の工

盲

テレビジョン装置は,テレビ信号を

長区間にわたって有線により伝送するという我国最初の

試みであり,したがって色々と困難な問題もあったが,

中国電力株式会社各位の一方ならぬ御配

に完成をみたこと
ユよ

により,こゝ

に感謝に堪えない｡本装置が我国

における工業テレビジョンの発展の一夜石ともなれば幸

いである｡

｣一′

し (その1) 587

第24図 受像画面 その5(実験用水位計)

Fig.24.Television Picture of the Water

Level

終りに本装置の完成に御尽力頂いた中国電力株式会社

村田工務部長,他関係各位および技術的指導および計画

の推進を強力に

る日立

行された田口開発部副部長を中心とす

作所内のITV委員会の方々,その他の関係各

位ならびに同軸ケーブルの製作を担当された日立電線工

場の関係各位に 惹を表する次第である｡
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北海道電力株式会社砂川発電所納

工業テレビジョン装置完成

IndustrialTelevision Equipment to Sunakawa

P.S.,Hokkaid6Electric Power Co.,Completed
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工業テレビジョンは我国においては主上して電力会社

において用いられているが,日立製作所ではすでに水力

発電所の堰堤阻入口監視用として,11 電力株式会社明

塚発電所へ納入御好評をえている｡今回火力発電所用土

して,北海道電プJ株式会社砂川発電所納めの装吊がこの

ほど完成,12月←l一に据付調整せ完了して1月上り実用運

転に入っている｡

本装置は3組の工業テレビジョンセットよりなり,そ

の用途はつぎのごとくである｡

第1国

Fig.1.

TIE-1型工業テレビジョ ン装置

IndustrialTelevision Equipment,

Type Form TIE-1
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第2図 中央制御室における日立ボイラ操作璧にデ阻込まれたる工業屑テレビジョン

(左より煙突,炉内,水面討)

Fig.2.IndustrialTelevision Equipment Builtin the Boiler ControIBoard

Installed at the CentralControIRoom

第3図

Fig.3.

炉内監視椚カメラ取付状況

CameraInstalled on the Boiler

Sidewall

炉内監視用…………..……..‥1組

煙突の煙監視用‥‥‥…...

水面計監視用....‥..
‥1組

‥1組
(り 炉内監視用

炉内は非常に高温のためご-■ト去口矧記を必要上する｡

合却方法は数回の試作土笑俄の結果,水冷,空冷を研

一i~jする方式を採用している｡

(2)標実の煙監視用

環上に設けたカメラ小冒しつ･い二j最僚機を‖~!之杵う･る｡雨

や雪を考慮して窓ここまワイパーおょび除雪用の電熱器を

付けてある｡

第4因 原突監視岡カメラの設置状況

Fig.4.CameraInstalledin the Camera-

house(for Smoke Observation)

(3)水面計監視用

2色水面計を監視する｡

いずれも受像機∴中央制御室の11立ボイラ操作盤に収

容しカメラおよび受像機の諸制御はすべて制御卓に設け

た制御盤こよって行う方式を採っている｡

第2図一第4図に項地こおける据付状況ならびに運転

状況々示す｡




